
 

     2025年8月21日 

報道関係者各位 

国立大学法人大阪大学 

一般財団法人未来医療推進機構 

取材方 

お願い 

「適塾」の精神を受け継ぎ、未来医療を切り拓く 
国立大学法人大阪大学と一般財団法人未来医療推進機構

（Nakanoshima Qross）との包括連携協定締結について 
 

 

 

 

 

 

 

国立大学法人大阪大学（以下「大阪大学」、総長：熊ノ郷 淳）と一般財団法人未来医療推進機構（以下

「Nakanoshima Qross」、理事長：澤 芳樹）は、両者の特性、強みを活かして相互に連携協力し、「未来医療」の推進

に資することを目的とした包括連携協定を2025年8月28日に締結します。本協定の締結を記念し、同日午前10時30

分からNakanoshima Qrossにて締結式を執り行いますことをご案内申し上げます。 

 

両者は本協定を通じて、未来医療の実現に向けた研究開発及び社会実装、未来医療を担う人材育成及び人材交流、ス

タートアップ支援及びアントレプレナー教育の推進、異分野融合研究及び国際連携の推進などを協力してまいりま

す。 

 

1931年に創設された大阪大学の原点である「適塾」は、1838年、蘭学者・緒方洪庵により大坂・瓦町に開かれ、西洋

医学研究、種痘事業、コレラ治療など多くの医学史的業績を生み、福澤諭吉ら維新の英傑を輩出しました。この適塾

の流れを汲み、1869年に大阪仮病院、大阪医学校が創立され、1879年には中之島に移転。そこから大阪大学医学部の

前身となり、今日の医学教育・研究の礎となっています。 

 

Nakanoshima Qrossは、この適塾ゆかりの中之島に立地し、「いのち輝く未来の医療を切り拓く」をミッションに、再

生医療推進エコシステムとスタートアップエコシステムを構築。研究成果の迅速な産業化、国際貢献のハブ化、次世

代人材の育成を通じて、数多のいのちを救う社会を目指します。 

 

本協定は、適塾の実質主義と自由討論を礎とする精神を継承し、産・学・医の多彩なプレイヤーが双方向に検討し、

実証・実装まで駆け抜けるプラットフォームを目指します。2025年大阪・関西万博開催により、世界の注目が、大

阪・関西およびライフサイエンス産業に集まる中、本協定は大きな意義があると考えております。 

ぜひご取材いただけますよう、お願い申し上げます。 

 

 

■締結式のご案内 

本協定の締結を記念し、以下のとおり締結式を執り行います。ぜひご取材くださいますようお願い申し

上げます。 

• 日時：2025年8月28日（木）10時30分～11時00分（受付 10時10分～） 

• 会場：Nakanoshima Qross ２F Qrossover Lounge夢 

• 住所：大阪市北区中之島 4丁目3番51号 

〔問い合わせ先〕一般財団法人未来医療推進機構 広報部 

TEL：06-6690-8973/メール：pr@miraikiko.jp 

国立大学法人大阪大学 総務部総務課 

TEL：06-6879-7014/ 

メール：soumu-soumu-soumu@office.osaka-u.ac.jp 

mailto:pr@miraikiko.jp


 

• 出席予定者： 

国立大学法人大阪大学 総長 熊ノ郷 淳 

一般財団法人未来医療推進機構 理事長 澤 芳樹 

• 内容： 

1. 開式挨拶 

2. 登壇者コメント（大阪大学 熊ノ郷総長／未来医療推進機構 澤理事長） 

3. 記者からの質疑応答 

4. 協定書署名・交換 

5. フォトセッション 
 

 

以上 


